
 

修士論文（要旨） 

2008年 7月 

 

 

 

 

 

 

 

 

在日ミャンマー人の接触場面における社会文化管理 

－言語の社会化の事例－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導 宮副ウォン 裕子 教授 

 

国際学研究科 

言語教育専攻 

20641409 

原 千亜 

 



 

 

 

 

 

目目目目        次次次次    

第１章 はじめに 

1.1 研究の背景・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 

1.2 研究の目的・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2 

1.3「言語の社会化」について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3 

1.4 先行研究・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4 

 

第２章 調査と分析の方法 

2.1 調査方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6 

2.2 ミャンマーおよび調査協力者について・・・・・・・・・・・・・・・・・6 

2.3 調査協力者と筆者の関係について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7 

2.4 分析方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8 

 

第３章 調査結果の記述と分析 

3.1 調査結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9 

3.2 記述と分析・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 

3.2.1 アイデンティティ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 

①MM1、MM2、MM3の事例 

②MF1の事例 

③MM3の事例 

3.2.2 職場環境におけるインターアクション・・・・・・・・・・・・・・・16 

①MF２の事例 

②MM１の事例 

③MM３の事例 

3.2.3 日本語学習・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・22 

①ストラテジー 

②学習リソース 

3.2.4 日本語母語話者とのインターアクション・・・・・・・・・・・・・・27 

①MM１の事例 

②MF２の事例 

③MM３の事例 

3.2.5 社会・文化への評価と態度・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・32 

①MM３の事例 

②MM２の事例 

③MF２の事例 

 

第４章 総合的考察 



 

 4.1 考察①「アイデンティティ」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・36 

 4.2  考察②「職場環境におけるインターアクション」・・・・・・・・・・・・37 

 4.3 考察③「日本語学習」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・38 

 4.4  考察④「日本語母語話者とのインターアクション」・・・・・・・・・・・・39 

 4.5 考察⑤「社会・文化への評価と態度」・・・・・・・・・・・・・・・・・・40 

第５章 まとめと今後の課題 

 5.1  本研究でわかったこと・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 41 

  5.2  今後の課題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4 

第第第第１１１１章章章章    はじめにはじめにはじめにはじめに    

フォーマルな学習機会を持たない地域日本語教室のミャンマー人学習者たちは、日本社会

で日本語をどのように習得しているのだろうか。学習者たちが日本という外国社会において、

人や言葉とどのような相互的関わりを持ち、それは日本語の習得にどう影響を与えているの

か。ひいては、一個人が異文化社会の中で、その社会の一員として「自分らしく」生きると

はどういうことなのか。在日ミャンマー人の「言語の社会化」の事例を、エスノグラフィッ

クな視点から明らかにする。 

 

第第第第２２２２章章章章    調査方法調査方法調査方法調査方法    

2006年 9月から 2007年 4月に掛けて、日本語教室に在籍するミャンマー人学習者 5人に

対し、来日から現在までのネットワークについて半構造化インタビューを行った。調査協力

者にはインタビュー前に、調査内容について、「日本に来てからの日本人とのコミュニケーシ

ョンや日本語の勉強について話してください」と説明した。 

 ネウストプニーの「言語管理理論」では、インターアクションには、言語能力、社会言語

能力、社会文化能力の三つのレベルがあるとされている。本稿では、その中でも社会文化能

力に着目し、接触場面における「社会文化管理」を通して、協力者たちの「言語の社会化」

を考察する。 

 

第第第第 3333章章章章    記述記述記述記述とととと分析分析分析分析    

 インタビュー・データをカテゴリー化したところ、「アイデンティティ」「職場環境におけ

るインターアクション」「日本語学習」「日本語母語話者とのインターアクション」「社会・文

化への評価と態度」の 5つに分けられた。これらを分析したところ、協力者たちが接する環

境の中で、正式なメンバーとなるための言語の社会化が行われていたが、そこでは協力者の

個別的な意識に基づく「社会文化管理」が行われていることが明らかになった。 

 

第第第第 4444章章章章    総合的考察総合的考察総合的考察総合的考察    

 地球規模での人の移動に伴い、世界中で異質なもの同士の接触が増加している。そこでは、

同化の意味でなく、その社会やコミュニティーの一メンバーとして適切に振る舞うこと、つ

まり「言語の社会化」が求められる。多言語多文化社会における日本語教育には、そのため

の社会文化能力の育成がより重要になると考える。 

 

第第第第 5555章章章章    まとめとまとめとまとめとまとめと今後今後今後今後のののの課題課題課題課題    

 協力者のアイデンティティは、「在日ミャンマー人」という一括りの枠ではなく、一人一人



 

異なっており、ディアスポラ的な移動に伴って変化するハイブリッドで暫定的なものであっ

た。そして、どのようなアイデンティティを持っているかが、インターアクションの個別性

の一要因であった。協力者たちは様々な領域でネットワークを構築し、そのネットワークと

の相互作用を通して「言語の社会化」を図っていた。そこでのインターアクションには、個々

の社会文化能力が深く関わっており、それは、日本社会という異文化社会をどう捉え、その

中でどう生きるかということに通じていた。 

 日本滞在が長期化するミャンマー人たちには、子供の進学や継承語教育など新たな問題が

浮上してきている。より地域社会に密着した生活者としての在日ミャンマー人へ視点を向け

た研究が必要になっていると考える。 
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